
公園西の環境配慮型まちづくりは当初の

計画どおり進んでいないのではないか 
≪さとうゆみ３月議会一般質問から≫ 

リニモ公園西駅周辺で、市施行の区画

整理事業が進められています。商業ゾー

ンには、すでにイケアが出店しています。 

施行期間は平成２５年度～平成３５年度ですが、当初市が

大々的に掲げていた二酸化炭素削減の「低炭素のまちづくり」

「環境配慮型のまちづくり」が進んでいないので、一般質問で

取り上げました。二酸化炭素の削減には、緑化、再生可能エネ

ルギーの導入、電気自動車の推進、自家用車から公共交通機関

への転換が不可欠ですが、どれも当初の計画どおりに行われて

いません。道路の遮熱性舗装は行われていますが、計画にある

「公共空間での太陽光発電」もできないということです。 

 

Ｑさとう 平成２６年５月策定の「公園西駅周辺環境配慮型ま

ちづくり整備計画」では「本地区全体でＣＯ２(二酸化炭素)を

３０％削減する」と掲げているが、この先達成できる見込みか。 

Ａ建設部長 今後は緑化だけでなく、電気自動車の利用促進の

ためにＥＶ充電ステーションの導入を考えており、より多くの

ＣＯ２が削減できるように努力していく。 

 

Ｑさとう 「環境配慮型住宅ガイドライン」を策定し「敷地の

１０％を緑化」と定めているが、２割程度しか守られていない

のでは、効果があるのか。 

Ａ建設部長 確認を徹底していきたい。 

  

Ｑさとう 先導住宅街区で環境配慮の先進的な取り組みを進

めることで地区全体を引っ張っていけたのではないか。平成 

２７年度には整備する事業者がトヨタホーム㈱・トヨタすまい

るライフ㈱に決まったが、なぜ建設が進んでいないのか。 

Ａ建設部長 平成２９年５月

までに地権者と１０回の勉強

会を開催し、道路配置などを

変更したため遅れている。 

Ｑさとう 計画には「公共交通機関の積極的な利用の推進」と

して、パークアンドライド(車からリニモに乗り換えるための

駐車場)が書かれているが、この先つくるのか。 

Ａ建設部長 区画整理区域内では厳しい。 

 

Ｑさとう これまで環境配慮の施策はほ

とんど進んでいないが、平成３１年度予算

の「環境配慮施策効果測定委託２５０万円」と「環境配慮まち

づくり施策検証業務委託７５０万円」は何を行うのか。 

Ａ建設部長 効果測定では、遮熱性舗装の効果を取りまとめる。

平成３０年度にも行ったが、標本数を増やして夜間も温度を計

測する。検証業務は、環境配慮の方策を整理検証するとともに

市内へ波及させる。市内の他の地区と比較検証もする。 

さとうゆみの考え 

当初、市は「全国から注目されるまちづくりをする」と説明

していましたが、施行期間中盤の今、特段注目されるものがな

い進め方は問題だと考えます。環境配慮の施策事業費は、区画

整理事業費本体とは別枠で出しているので、市施行だからこそ

できる取り組みを実現すべきです。平成３１年度予算にある

「効果測定委託」と「検証業務委託」の合計１，０００万円に

ついては、必要性を再考するよう指摘しました。 

 

総合計画の議案反対７人、賛成９人で可決 

 今議会に「第６次長久手市総合計画基本構想」の議案が上程さ

れ、賛成多数で可決されました。これは、平成３１年度～平成４０年

度の市の行財政運営の指針であり、市の最上位計画です。 

構想は、７つ分野ごとに市がめざす理想の物語を中心に構成さ

れています。私も物語は理想的な生き方だと思いますが、現実は

このような暮らしができる人ばかりではありません。市には立場

の弱い人を支えていく使命もあるので、理想の物語で完結するよ

うな基本構想はふさわしくないと考え、私は反対しました。 

 

反対の議員：さとうゆみ じんの和子 大島令子 林みすず  

田崎あきひさ 佐野尚人 なかじま和代(敬称略)  
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８   

さとうゆみ議会報告会 

４月１３日(土)１４時～１６時 

長久手交流プラザ１階中会議室１ 

今期の任期最後の定例会である３月議会が閉会しました。私はこの８年間、すべての定例会で一般質問を行

い、数多くの提案が市の施策に反映されました。また、市長提案の議案に対する質疑も積極的に行い、市民の暮

らしに有益か確認をしてきました。どの政党にも属さず、特定の組織からも推薦を受けていない私は、しがらみ

のない公平、公正な立場で発言、活動できました。議会には、市長等執行機関の監視機能の役割もあり、その役

割を果たすことにも力を入れてきました。これからも生活者の視点を大切にして、まちづくりに取り組みます。 

  

 



特定天井は早急に改修をすべきではないか 

Ｑさとう 平成２８年度～平成２９年度の文化の家大規模改修で、

ホールやガレリアに地震や経年劣化で脱落する危険がある特定

天井があると把握しながら改修しなかったのはなぜか。 

Ａ総務部長 多額の費用がかかり、工事期間が長期化するため、

市全体の特定天井対象施設の改修計画を定めてから取り組むこ

とにした。 

Ｑさとう 特定天井のある公共施設はどれだけあるか。 

Ａ総務部長 文化の家、農村環境改善センター、杁ケ池体育館、

福祉の家、青少年児童センターの５カ所である。杁ケ池体育館は

平成３１年度に改修する。 

 

市長２期目のまちづくりの進行状況は 

Ｑさとう 市長２期目の計画で「まちづくり協議会の設立、地域共

生ステーションの整備は全小学校区で平成３１年度完了」としてい

たが、まだできていないことをどう感じているか。 

Ａ市長 地域それぞれ違うので、遅くなっても市民にしっかり話

し込んでもらいたい。 

Ｑさとう 「リニモテラス公益施設の整備は平成２９年度完了、平

成３０年度オープン」としていたが、まだできていない理由は何か。 

Ａくらし文化部長 市民への周知期間をしっかり取ること、「観光

交流」「多文化共生」「大学連携」「子育て支援」の４つの軸の団体

と市民で構成する「リニモテラス運営協議会」から「もう少し施設

設計や開館後の管理運営方法などを検討したい」との提案があ

り、スケジュールを変更した。平成３２年度の工事完了を目指す。 

 

リプロダクティブヘルス/ライツの推進を 

Ｑさとう 中学校での「命の学習講座」は、性暴力、ＤＶが人権侵

害であるとの認識を持てる内容となっているか。 

Ａ教育部長 そのような認識を持てるよう、相手を思いやること、

人格を尊重することを学べる内容となっている。 

 

平成３０年度は卯塚墓園が売れ行き好調 

 今年度の卯塚墓園事業特別会計補正予算で、

使用料・管理料が２，３９７万円の増額となり、当初

予算で７，１１２万を見込んでいたところ、９，５０９万

円の歳入となりました。今年度から市外居住者も芝生墓所を使用

可としたところマスコミなどに取り上げられ、市民からも市外居住

者からも募集を上回る申し込みがありました。増額補正の理由は、

市民の希望者を追加で全員許可したためです。平成３１年度は新

たに樹木型合葬式墓所の市外居住者の使用を認めるため、市民

が買えずに困るということがないよう状況を見ていきます。 

さとうゆみブログ毎日更新中→ 

この通信の発行に一部政務活動費を使用しています(政務活動費は年１２万円) 

≪さとうゆみ３月議会一般質問から≫ 

さとうゆみの考え 

特定天井とは、吊り天井や天井面の部材

の重さが 1 ㎡あたり２㎏を超えるものなどで

す。東日本大震災で大規模空間のある建物

の天井が多数脱落したことから、国は脱落防

止措置をするよう、平成２６年４月に建築基準

法を改正しました。 

本市では早い段階で小中学校の体育館を改修しましたが、他

の公共施設にも特定天井があります。多数の人が行き交う場所で

あり、農村環境改善センター以外は避難所にも指定されているた

め、人命保護の観点から早期に改修すよう要望しました。 

 

さとうゆみの考え  

市長２期目の計画である「第２次新しいまちづくり行程表」の進

捗状況について質問しました。「長久手アグリサポートセンター

(農に関わる取り組みを応援する組織)の設置」「児童発達支援セ

ンターの整備」「すぎのこ教室の改修」など、市長が計画で掲げて

いた予定時期より遅れているものを状況を確認しました。 

長久手小校区地域共生ステーションの整備を進める費用は、平

成２４年度予算に計上されていましたが、いまだにどこに造るの

か決まっていません。まちづくり協議会

は西小校区と市が洞小校区で設置され

たのみです。リニモテラス公益施設は、

平成２８年度に設計委託費を突然減額補

正し、この度さらに 1 年遅らせるなど、二転三転しているため、 

本当に必要な施設なのか再検討すべきではないでしょうか。 

 

さとうゆみの考え 

リプロダクティブヘルス/ライツは、１９９４年にカイロで開催され

た国際人口開発会議で提唱された概念で、「女性の健康」と「女

性のからだと性の自己決定権」から成り立っています。人権を尊

重するとともに、思春期の問題から妊娠、出産、不妊、性感染症、

更年期障害まで多岐にわたる課題に対応できるよう求めました。 

プラスチックごみ削減の意見書を国へ提出 

 くらし建設委員会の提案で「プラスチックごみの削減に向けた

対策を求める意見書」案が上程され、賛成全員にて可決しました。

私も平成３０年９月議会の一般質問で「プラスチックごみを減らす

暮らしの推奨を」というテーマを取り上げ、その後市の広報で特

集記事が組まれるなどしました。長久手市議会として国へ意見書

を出すことは、大きな一歩だと考えます。 

プラスチックごみによる海洋汚染は深刻化しています。２０５０年

までに海に漂うプラスチックの総重量は、

海に生息する魚の総重量を超えると予想

されています。解決には、ひとりひとりの

暮らし方の改善が必要であり、今後も市民 

レベルからの取り組みを進めていきます。 
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